ふらんすの 女 

1 干 田國士 



. うむ、 愛して るよ。 

■ たくさん？ 

うむ、 たくさん。 

き つと？ 

うむ、 きっと。 

さ 

■ こんだ、 あたしに 訊いて 頂戴。 

なんて？ 

あなた を 愛して るか どうか。 

.ぢ や、 お前、 僕 を 愛して るかい？ 

え、、 愛して る わ。 

どれく らゐ？ 



■ これく らゐ (接吻しょう とする) 

まあ、 待って くれ。 言葉で さ。 

言葉で ぢゃ、 死ぬ ほど。 

？ 



_ —— どっちが？ 

波止場に て 

ぢゃ、 六 ヶ月ね、 きっと？ 



—— 大丈夫 だよ。 それより 長くなる やう だったら 呼 

び 寄せる から 役所の 方に も その 話 はして ある 

んだ。 

—— 六 ヶ月で も 永い わ。 (ハンケ チを 眼に あてなが 

ら) それ 以上 待たせたら、 どんな ことにな るか、 あた 

し 保証し ない ことよ。 

—— (心の中に て) 神よ、 われ を 護り 給へ。 

劇場の 廊下に て 



—— 君の 近作 を 読んだ よ。 大した もんだ ね。 

—— さう か。 奥さん はいか、 V です。 読んで ください 

ました か。 

—— え、、 拝見し ました わ。 あなたの 詩 は、 あなた 

ほど 面白くな いのね。 

—— ひどい な あ。 

あたした ちに はよ。 

地下 電車の 中に て 



—— さ、 どいて 下さい。 それ は 車掌 専用の 腰掛けで 

—— 君が 立って ゐる間 だけ 借りたん だよ (しぶしぶ 

立ち上る) 

—— 一寸の 間、 ね、 い、 でせ う (腰かける) 

—— いけません、 それや 。 

—— (腰かけた ま、) 今日はね、 ムゥ ドンの 親戚へ 

用が あって 行つ たんだ けれど、 行き も 帰り も 立ち ど ほ 

し …… くたびれ ちゃった。 

—— わたし も 立ち つ v けです。 

—— ほんと にね、 車掌さん も 楽な 商売 ぢ やない わね。 



—— 好き で やって るん ぢ やありません や。 

—— あたし だって 好きで メトロ なんか へ 乗る もんで 

19 力 

(も ぢもぢ しながら) どこまで おいで V す。 

—— 終点まで よ。 (間) あんた は、 何時 だって 腰掛け 

ら れるぢ やない の。 

電車の 停留 場に て 

また 満員ら しい わ。 



—— こら、 びしょびしょ、 あたしの 帽子、 あなたの 

ち …… 。 

—— 足が 凍えさう ね、 あたし、 泣きたい。 

—— アルマ、 アルマ …… お降りの 方はありません か。 

はい、 お 早く …… 二等 は 満員 …… 一等お 二人さん だけ 



(片足 を 踏 段に かけた ま、) どうす る？ 

もう 一 台 待ち ませう。 



公園の ベ ンチ にて 



あなた、 あたしの 許嫁 を どう 思って？ 

どうと は？ 

かう、 見た とこ …… 。 

さう ね、 しっかりした 方ね。 

それだけ？ 

でも、 優し さう だ わ …… 妬く わよ。 

だ あれ、 あの人？ 



(夢み る やうな 徹笑) さう か 知ら 



或る 日曜の 午後 

—— ジ ヤン、 あたし も 連れて行って。 

—— 駄目 だよ、 お前なん か …… すぐ 泣い ちま ふから 



—— 今日はき つと 泣かない。 うそ だったら 百度 接吻 

して あげる わ。 

—— いらない やい、 そんな もの。 来る んぢ やない よ _ 

アンリエット。 今日は 男の子ば かりで 遊 ぶんだ から… 



商館の 売場に て 

—— B ちゃん、 い、 わね、 一寸、 あの スタイル。 

—— 誰かさん に似て やしない こと、 どうせ。 

_ —— むろん。 

—— あ、 お腹が 痛い。 (急に) は、 手袋で ございます 

か、 お 安いと ころ を、 ビヤン • ム ッスィ ゥ！ 



ギャル ソニ ェ— ル にて 



—— よく 来て 下さい ましたね。 

—— 来た わ、 また 棄 てられる 気で …… 。 

—— 冤して 下さい。 

—— そんな こと 云 ひっこな し。 あなた、 ちっとも 変 

らな いのね。 

—— 心 だけ は 入れ か へ ました。 

—— このつ ぎ 入れ かへ るまで、 可愛がって 頂戴。 

—— いや だな あ。 

—— また 「いや だな あ」 が 始まった わね。 (間、 いき 

なり 立ち上り) 何 か 飲まして …… 。 



—— あたしの 宝 …… あたしの 愛 …… あたしの キヤべ 

ッ …… あたしの 好きな 好きな、 いとしい いとしい 人… 

…あたしの 狼 …… あら、 いや、 そんない たづら をし ち 

や 豕！ 



之 を 要するに 

—— (夫の 靴下 を 編みながら) それで、 あなた 方 は、 



どうしょう つて おっしゃ るの。 

—— だから、 われわれ 女 は、 力 を 併せて、 男の 圧制 

から 脱しなければ ならな いのです。 

—— 圧制って、 どんな こと。 

(靴下 を ちらと 横目で にらみ) 女 を 自分の 都合 

の い、 やうに 作り上げた ことです。 

—— それ はお 互ひぢ やない の。 

—— とにかく、 われわれ は、 すべての 点で、 男の 位 

置まで 自分た ち を 引き上げなければ なりません。 

—— (眼 を 編 棒の 先から はなさずに) おや、 男って、 

そんなに えらい もの？ 
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